
亀石橋補強一般図

図　示

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋補強一般図

至 大仁至 伊東

標準横断図

中間部支点上

至
 大
仁

至
 伊
東
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平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

上部工補修工
上部工補修工：一式　橋面防水工：一式　道路付属施設工：一式　伸縮装置工：一式　ガードレール補修工：一式

上部工補修工
上部工補修工：一式　橋面防水工：一式　道路付属施設工：一式　伸縮装置工：一式　ガードレール補修工：一式

変位制限構造

既設RC突起遊間間詰め
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既設RC突起遊間間詰め

変位制限構造

既設RC突起遊間間詰め

(亀石橋・中伊豆橋)

図面番号 22 葉中 1

S = 1 : 100

S = 1 : 50



亀石橋変位制限構造間詰め施工図(参考図)

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋

平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

注）１．施工に当たっては、施工箇所、施工範囲を再度現地計測の上決定の事。

２．間詰め部は、施工前に清掃すること。

変位制限構造間詰め施工図(参考図)

STEP-1:直角方向型枠セット

1
8
0

3
7
0

611

3
0

173265173

1
8
0

L1

L
1
4
0
0

611

400

3
0
0

側面図

正面図

平面図

STEP-2:橋軸方向型枠セット
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STEP-3:間詰めコンクリート人力打設
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間詰めコンクリート打設
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３．コンクリートは極力スランプの大きいコンクリートを使用すること。

(亀石橋・中伊豆橋)
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亀石橋上部工補修工

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋上部工補修工

平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

表面保護工詳細図(参考図)

下地処理

プライマー

含浸接着剤

特殊ラミネートシート

既設コンクリート

70 50

20 180 発泡面木
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エポキシ樹脂系パテ材

(平均厚5mm)

水切り工詳細図
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(塗替え)
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平面図（床版下面）
至 天城高原至 熱海峠
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既設水切り
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エポキシ樹脂系パテ材

(平均厚5mm)
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(断面修復材で埋める)

20mm×20mm
(断面修復材で埋める)

注）１．コンクリートの脆弱部は、全て斫り取る事。

２．施工に当たっては、施工箇所、施工範囲、施工深さを

３．断面修復工施工範囲は、腐食の生じていない鉄筋を確認
するまで行う事。その際、既設鉄筋を傷つけないよう注意すること。

４．断面修復工施工深さは、鉄筋に防錆材を塗布できるように、
鉄筋裏側まで行う事。

再度現地計測の上決定の事。

位   置 損傷状況

１６ 鋼材露出

幅B(mm) 長さL(mm) 厚さt(mm)

100 180 30

断面修復寸法表

1 ～
A1橋台～P1橋脚伊東側
張出し床版下面

３３１７ ～
P1橋脚～P2橋脚伊東側
張出し床版下面

４９３４ ～
P2橋脚～A2橋台伊東側
張出し床版下面

５３５０ ～
P1橋脚～P2橋脚大仁側
張出し床版下面

６３５４ ～
P2橋脚～A2橋台大仁側
張出し床版下面

鋼材露出

鋼材露出

鋼材露出

鋼材露出

100 180 30

100 180 30

100 180 30

100 180 30

※塗替は、笠木のみ行う。

断面修復箇所

L

B
断面修復寸法  B × L × t

断面修復工施工範囲
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カッター工

損
傷
深
さ
 
t

 
 
 
 
(
1
0
m
m
)
は
つ
り
深
さ
 
t

(
2
0
m
m
)
　
　
　
　

断面修復工詳細図

至 大仁至 伊東

コンクリート面清掃断面図

コンクリート面清掃施工範囲
B=1.2m × 9箇所

5．コンクリート面清掃は、上部工下面において汚れている範囲は全て行う。

(亀石橋・中伊豆橋)

図　示 図面番号 22 葉中 3

S=1:100

S=1:10

S = 1:50

S=1:20



スラブドレーン

固定金具

フレキシブルチューブ
φ25   L=1.0m

亀石橋橋面防水工詳細図

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋橋面防水工詳細図

平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

至 大仁至 伊東
断　面　図
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至
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20 桁長 10030 10 桁長 9980 10 桁長 10050 20

橋長 30120

G1
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平 面 図
至 天城高原至 熱海峠
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防水層（塗膜系）
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端部目地処理 B=150mm

(シルバーメッシュ同等品以上)

縦断排水管 φ18

成型目地材5mm厚 B=75mm

(セロシールSS同等品以上)

アスファルト舗装

調整コンクリート

端部目地処理 B=150mm

(シルバーメッシュ同等品以上)

成型目地材5mm厚 B=75mm

(セロシールSS同等品以上)

防水層（塗膜系）

アスファルト舗装

調整コンクリート

防水層（塗膜系）

防水工詳細図

φ60

削孔径

φ100

無収縮モルタル

φ100

アスファルト舗装

間詰コンクリート

調整コンクリート

スラブドレーン取付詳細図

スラブドレ-ン

スラブドレ-ン

A - A 断面図

注記）1.アスファルト舗装舗設後、区画線を現況復旧すること。

区画線の位置は発注者と協議すること。

2. 既設鉄筋は鉄筋探査し、削孔時に既設鉄筋を傷つけないよう注意すること。

1
3
0

70

70

1700
1980

既設排水桝

縦断排水管 縦断排水管 縦断排水管 既設排水桝

スラブドレーン

スラブドレーン スラブドレーン
スラブドレーン

フレキシブルチューブ フレキシブルチューブ フレキシブルチューブフレキシブルチューブ

塗膜系防水層 塗膜系防水層 塗膜系防水層

330 9370 330 330 9320 330 330 9390 330

フレキシブルチューブ詳細図

A

A L=9. 4m L=9. 4m L=9. 4m

3. スラブドレーンは、再度、縦横断勾配を計測し勾配の低い側に設置すること。

4. アスファルト舗装の復旧舗設厚は、切削後、再検討すること。

　 (舗設厚は、基本的に現況復旧とする。)

(亀石橋・中伊豆橋)

図面番号 22 葉中 4図　示
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亀石橋区画線工詳細図(参考図)

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋区画線工詳細図(参考図)

平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

注記）1.アスファルト舗装舗設後、区画線を現況復旧すること。

区画線の位置は発注者と協議すること。

至
 大
仁

至
 伊
東

20 桁長 10030 10 桁長 9980 10 桁長 10050 20

橋長 30120

A1 A2P1 P2

平 面 図

至 天城高原至 熱海峠

区画線工　実線(白) W=20cm L=29.5m

区画線工　実線(白) W=20cm L=29.5m

区画線工　実線(白) W=15cm L=5.0m 区画線工　実線(白) W=15cm L=5.0m 区画線工　実線(白) W=15cm L=5.0m

カラー舗装　(ベンガラ) A=4.00m2  n=6箇所

カラー舗装　(ベンガラ) A=4.00m2  n=4箇所

(亀石橋・中伊豆橋)

図　示 図面番号 22 葉中 5

S = 1:100



工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋 伸縮装置詳細図(参考図)

平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

Ｓ＝ 1/50平   面   図

Ｓ＝ 1/50断   面   図

Ｓ＝ 1/2シール材充填図

Ｓ＝ 1/200配   置   図

Ｓ＝ 1/4伸 縮 装 置 断 面 図

伸縮装置詳細図(参考図)
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30〉
《12
50》

〈12
30〉
《12
50》

6760
 (68
00)

〈69
60〉
《70
00》

シール材

シール材

※(　)内はＰ1側寸法
 〈 〉内はＰ2側寸法
 《 》内はＡ2側寸法を示す。

6760 (6800)〈6960〉《7000》 457 (463)

〈473〉《473》

456 (461)

〈467〉《479》

7673 (7724)〈7900〉《7952》

シール材
シール材

1
5
(
1
0
)

20(10)

プライマー塗布

バックアップ材

シール材

※(　)内はP1・P2側寸法を示す。

12250 12 250

伸縮量20mm

150 80

33020(10)

φ
1
3

330

15080

8
0

8
0

荷重支持型ゴムジョイント(伸縮量20mm)

車道部

型 
枠
材

超速硬コンクリート

通し筋  D13

アンカー筋  D16

現 場 熔 接

※(　)内はP1・P2側寸法を示す。

(下部工側) (上部工側)

アンカー筋  D16

c.t.c 250 c.t.c 250

75
°
0'
0"

10 桁長 9980 10 桁長 10050桁長 1003020 20

橋長 30120

A2A1
荷重支持型ゴムジョイント(伸縮量20mm) 荷重支持型ゴムジョイント(伸縮量20mm)

2
4
0

3
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 《 》内はＡ2側寸法を示す。
 〈 〉内はＰ2側寸法
※(　)内はＰ1側寸法

※1．桁下面および橋座面への漏水防止のため、既設伸縮装置を撤去し

新規に荷重支持型ゴムジョイントを設置する。

2．既設伸縮装置は路面上からは確認できない。

伸縮装置の設置高および超速硬コンクリートの厚さは、

既設舗装伸縮装置撤去後、再検討すること。

3．橋面防水工の端部用地処理を確実に行うため、伸縮装置の取替えは、

橋面防水工施工前に行うのが望ましい。

(亀石橋・中伊豆橋)

図面番号 22 葉中 6図　示



亀石橋足場工計画図（参考図）

工  事  名

工 事 箇 所

図面の種類

縮 尺

測量年月日Ｈ

事 務 所 名 静岡県道路公社

設計年月日Ｈ

亀石橋

平成22年度

伊豆スカイライン橋梁補修工事

伊東市宇佐美～伊豆市冷川 地内

足場工計画図（参考図）至
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※吊足場工設置高は、施工する工種に応じて適切な高さに変更すること。
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